
KOKODE. Private AI. Right here.

院外に出せない仕事にも、
AIを。
院内で動くAIを、施設が用意した機器にKOKODEが導入します。

ふだんの利用にインターネットはいりません。

ご紹介資料（医療）
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課題：社外に出せないデータ

AIに任せたい仕事ほど、
社外に出せないデータが入っている。
個人情報保護委員会も、生成AIサービスに個人情報を入力する際の注意を呼びかけていま

す。

出典：個人情報保護委員会「生成AIサービスの利用に関する注意喚起等について」（2023年6月2日）

KOKODE 02 / 13

https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/230602_AI_utilize_alert/


このままだと

患者情報を含む仕事ほど、

AIを使えないまま。
手作業が続くか、ルールが整う前に外部のサービスへ持ち出されるか。
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KOKODE

院内で動く、

施設専用のAI。
KOKODEは、院内に置いた機器の上でAIを動かします。患者データを扱う作業は院内で。

ふだんの利用にインターネットはいりません。

※通常運用では患者データを外部LLMへ送信しない構成
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データの行き先

患者データは、

院内のAIへ。
※通常運用では患者データを外部LLMへ送信しない構成

これまで

KOKODE

患者データの行き先：これまでのクラウドのAIと、KOKODE

患者データ クラウドのAI→ 不安・制限→

院内

患者データ KOKODE→ 院内のAI→
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使い方

ブラウザを開けば、

いつものように。
スタッフ用ネットワークにつながったPCやタブレットで、ブラウザから kokode.local を開き、

ログインするだけ。ChatGPTと同じように、チャットで頼めます。サーバーの前に座る必要はあ

りません。

kokode.local

院内マニュアルから、手指衛生のタイミングを3つにまとめてください

KOKODE

1. 患者さんに触れる前と後

2. 清潔・無菌の操作の前

3. 体液に触れた可能性があるとき

スタッフのPCで開いたKOKODEのチャット画面

※画面はイメージです

つながる範囲

院内のネットワークだけで

使えるAI。
使えるのは、許可された院内ネットワーク（有線LAN・スタッフ用Wi-Fi）につながり、ログイン

した端末だけ。院外からはつながりません。患者さん用のWi-Fiとも分けて設定します。

院外 つながらない

許可された院内ネットワークにつながり、ログインした端末だけが利用

スタッフ用ネットワーク

PC タブレット

患者さん用Wi-Fi

院内

ログイン→ KOKODE→
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活用例：契約書

契約書の要点を、

社内でまとめる。

期間・更新・解約の条件を抜き出した要点の下書きを、担当者が確認

して仕上げます。

kokode.local

業務委託契約書（抜粋）

契約期間：1年間

更新：期間満了の2か月前までに申出がなければ自動更新

中途解約：3か月前までの書面通知

秘密保持：契約終了後も2年間

この契約書の期間・更新・解約の条件を、要点にまとめてください

契約の要点（下書き）

期間は1年間で、自動的に更新されます。

更新を止める場合は、2か月前までに申し出ます。

中途解約には、3か月前までの書面通知が必要です。

架空の契約書から、要点の下書きをつくる例

※架空のデータです

※画面はイメージです

※AIの出力は下書きです。内容の確認と最終的な判断は、医療従事者が行ってください。
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活用例：医療機関（紹介状）

経過の要約を、

院内で下書き。

カルテの経過から紹介状に使う要約の下書きをつくり、先生が確認し

て仕上げます。

※診断そのものではなく、情報の検索・要約・文書作成・研究支援から導入できます。最終確認と判断は

医療従事者が行います。

kokode.local

経過記録

72歳 女性

右大腿骨頸部骨折で入院

人工骨頭置換術後 14日目

既往歴：高血圧・2型糖尿病

この患者の経過を、紹介状用に要約してください

紹介状用 経過要約（下書き）

右大腿骨頸部骨折に対し、人工骨頭置換術を施行。

術後経過は良好で、歩行器での歩行訓練を継続中。

高血圧・2型糖尿病は内服を継続。

架空の患者の経過から、紹介状用の要約を下書きする例

※架空の患者データです

※画面はイメージです

※AIの出力は下書きです。内容の確認と最終的な判断は、医療従事者が行ってください。
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まとめて導入

導入はKOKODE、
使うのは院内のチーム。

機器、AIモデル、院内の知識、業務に合わせたエージェント、チャッ

ト画面。ログインとバックアップの設定まで、KOKODEが整えて引き

渡します。

引き渡し後、院内のチームは技術作業をせずに使えます。更新と運用

のご相談もKOKODEが担当します。

※機器の外観や構成はイメージです

チャット画面 スタッフがブラウザで使う

エージェント 業務に合わせた手順

院内の知識 文書・対話・業務の手順

AIモデル 院内の機器で動かす

ハードウェア 施設が用意する機器

KOKODEがまとめて導入するもの
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導入後

社内のAIが、
毎日の仕事道具に。
データと業務の手順は、自社の管理下に残ります。

更新とバックアップ

更新も、バックアップも、

施設の管理下で。
更新データはUSBなどで院内へ持ち込めます。インターネットにつなぐ必要はありません。

バックアップは施設が管理する保存先へ。KOKODEのクラウドには送りません。
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はじめ方

ソフトウェアは無料で、

月額費用もありません。
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プリインストール導入

申し込んで、

届いたらすぐ使う。

1 導入サービスを申し込む

紹介状の作成、院内文書の検

索、説明資料づくり、音声か

らの文書化などの業務に使え

ます。

2

Mac miniを用意して送る

3 設定・テスト済みで届く

スタッフがブラウザから使

い、院内の業務に合わせて広

げます。
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ご相談

クラウドには出せないけれど

AIに任せたい業務を、
1つお持ちください。

使いたい業務をお知らせください。導入の進め方をご案内します。

※KOKODEは医療従事者による判断を代替するものではありません。

プリインストール導入サービスを申し込む
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https://www.kokode.xyz/?utm_source=pitch&utm_medium=pdf&utm_campaign=deck-doctor#contact

